
南ベトナムのクーデターの背景と新11サ勢の検討
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去る11月1日午後南ペトナムにクーデターが勃兒して

ゴ・ジン・ジェム政府は一夜にして）JiiJ災した。ゴ大統領

とそ0)災弟ゴ・ジン・ヌー政府認澗は自殺したともある

いは反政府軍兵士［こ射殺されたとも伝えられている。い

ずれにせ．t,わずか18lItjiH]の戦：i'Jで独裁政権の終森を見

たことは，過去2回にわたる軍部の反乱 (1960年11月，

62年2月）が失敗に終わっているだけに，あっけない1-;;;

切れというぼかはない。

今回のクーデクーは， il'f接的には本年5月以米ゴ政椛

の Ii41}、J 仏教徒；•こ対するあいつく．，；ijiJ£政策：こ端を発してい

るが，従米のそれと2ll:hItを汎にするのは，この弾圧政笈

に対し， itiペトナムのスボンサーたるアメリカ政府が公

然とゴ政椛を批判し，つよくその反省を促した (9月9

日ケネディiBlJJ])のを始め、北ペトナム，中共tなもちる

ん，フランス，クイ，カンポジアの語I・科までがこぞって

これを）如l怜し， さら：•こ，事態を重祝した [1il述が10月下旬

7カ国メンパーからなる潤究団を現地：こ派述する1こ及ん

で，問題は国深化し，いっそう深刻な様相をおびる：こ至

った。

クーデクーはこのような背屈の下に， しかも1底1辿濶在

匝の現地滞在中に行なわれただけに，外部勢カ一ー特｝こ

アメリカ側ー一の裏1.hi策動を•L砂する！,iJ もあるが，それ

ほしばらくおくとして，こかltf|：は，．iit［こitiペトナムー・

函の政変とかたづけてしまうことのできないllJJ題を残，_

ており，さらに，クーデター後の新政権の動l{iJとアメリ

カの出方いかんによってほ，アジアの俯勢を左右する爽

素を多分に合んでいるものと思われる。

このような観点から，ゴ政椛の初期より中期：こかけ南

ベトナムに在勁した僚者の現地具判とその後の梢報に幽

づいて，クーデターに至らしめたI司国の国内？Mi'Jc．を述べ，

あわせて，新政権をめぐるr}、」外賭li'i勢の見通しについて
若干の考察を行なうこととするc

I 

ペトナムのり砂とは， 19肱紀末釘駅までは中国と().)父沙央

であったといわれるが，それだけに中tiil文化の影明は大

きく， lポ1名のペトナム（越Wi)は越（今(J)宍南省）の南

方｝こあるから，かく名づけられたもり）であり，祖た，ゴ・

ジン・ジェム兄弟の祖先は代）、・中部ユニくこt,I,}教を｛届奉す

る名家で，ジェム自身はその後カトリックに帰依したが，

恢字())洸み：因きを能くすると伝えられていた。フランス

の支配下になり， 20Jll:紀：こはいってから，ペトナム語は

ローマナイズされたが，そのili源9•まおおむね殺字である

（たとえば， 「布難う」はカム・オンと発音するが，そ

(}）語源r.J:「惑忍Jであり， 「新年お1:II．りとう」のクン・
ホ・タン・スワンほ「恭奴新春」である）。

1884年対仏保淡条約締納後のペト・）ムは，一転してフ

ランスに対する反抗の歴史となるわけであるが．第2次

大戦終結後 8 年[!il{•こわたる仏越抗((1・（いわゆるインドシ

ナ戦争）を経て， 1954年7月のジュネーヴ休戦協定の結

朱，北綽l71父線を板に北0)ホー・チー・ミン共j！阻政府と

南のパオダイ政府に 2分されたこと9i, J,riクIIのとおりで

ある。 Iifi；団のコ・・ジン・ジェムは休戦協定ii!，：後，アメリ

カの支持かドにパオグイ政府の首村lに就任，国内封建勢

力たるカオグイ，ホアハォ•， ピンスェンの 3教団を武力

をもって一掃， さらに1955年10月(/_)国民投槃の結果，パ

オゲイ帝を蹴：落して元・i：位）地位を猥得， I卦名をペトナム

函からベトナム共和国と改め，自ら大統領に就任した。

こり）ことは，パオグイ政府を支持するフランス劣力が，

南ベトナムから大きく後退したことを邸味し，代わって

ゴ・ジン・ジェム政権の独裁体制と同政権をパック・ア

ッブするアメリカの特殊関係が以後8年1甘I；こわたり展l!rJ

されることになる。

II 

ゴ政権8年阻!(}）施政を通じ，一i!［して見られる特徴の

一つは，極端な派1／姐政治である。こうした移惟：は中南米

やアジアの後進諸国によくある例で，南ペトナムだけが

特殊の例をなすものではない。しかし，北からくる：Jti登

ゲリラなたいとめるため， r．．楕ii(}）rv.？ll：および粍済援助・な
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与えているアメリカ政府のあと押しする国であるという

点で，今後に大きな1iil題を残すことは否定できない。

ゴ政府の派II苅好：重で最も顕箸な例は．ゴー族による政

楕喝雑昼であるc すなわち．ゴ大統頷の次弟ゴ・ジン・ヌ

ーは，万般の政策に干与していたほか，秘密咬察の総元

締として今次の仏教徒哨証を指揮していたことは）月知の

事実であり，その夫人の実父は湖述代表，また，大統頷

の2番目の弟は中部ペトナムの政府代表，末弟は駐英大

使といったように，政治，外交の中枢は一族により同め

られていた。さらにいけないことには，独身者である大

統領の出席する公式の場所にほ．＊ステス役としてオ気

娩発のゴ・ジン・ヌー夫人が必ずといっていいはど顔を

出していたので，ヌー夫人に対しては，政府要人やサイ

ゴンの外交匠も一目も二目もおいていた。かかる事fかか

らヌー夫衷をおいて大統針に取り入ることは？jf実上不可

能とも咽され．それだけに，夫要はゴ政権の『長の実力者

として，その勢力は一般に冦！！象以 Kのもり）があったn今

tこして思えば．大統策が要•:It者か，ヌー夫要の存在がな

ければ，ゴ政権の歩みはかなり述った方lfiJをたどってい

たかもしれない。迎命の皮r~) というほかはない。

派閥政治の第2かl陪例は，大統領出身地ユエを中心と
する中部アンナン地！ざ．Lli身者の似爪であり，政府の直要

ぶストは大部分これら出身者で占められていた。現在南

ペトナムの人口は約1300万であるが，；とのうち 100万は

ジュネ•ーヴ休戦協定後北糾．17疫線を越えて北ペトナムか

ら逃げてきた避雉民である。ゴ政Jfftま，当初これら北部

同胞を救済するためのリセッルメント計画を実施した

が，政府閣僚その他の直要ポストにはほとんど就かせず．

また，サイゴンを中心とする南蔀コーチシナ地区出身者

に対しても，同様tここれらボストからできるだけ排除す

る方針をとってい年現に閣朕15名のうち中部出身者以

外の者は温邪をもって知られるブー・パン・マオ外相（北

部ハノイ）， グェン・ゴック・トー昴1]大統領（南部ミト

ー）の 2人だけである。そのマオ外柑ですら．政府の仏

教徒圧辿に反対して徽を辞し， 1、一福lj大統頷もクーデタ

ー後新政府の首相に拙されているほか，新政府閣僚の大

部分が南部出身者で占められている事実は．ゴ政枇のや

り方に対する反動の一つと見るべきであろう。

m 

派1／躯釘〖とともに指摘せられる他の特級ほ，徹底した

独裁政治である。独栽制度は，困造りの過程において，

固r人］の統一，経済開発等のi(Iiiこ往々好結果をもたらしは
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するが，究極において1祖を限りやすいことは，歴史の示

すとおりである。

itiペトナムもその例に洩れず， i|ilj疫:Iりには他の多くの

民主語国と同様に立淑共和1biJを採りながら，その実休は

政府の独裁に終始し，議会はあって無きがごとく．いや

しくも政府に反対する団体および報道機I災には容放なく
弾圧の鉄槌を加えてきた。これについて去る10月10E,

前涎述代表トラン・パン・チュオン大使（ヌー夫人の実

父。ゴ政府の仏教徒弾圧に反対して辞任）はニューヨー

クのラジオ・インターピューの席上， 「ゴ政楕iは著しく

非能率な独故であり，全体主義であり，不人気であり，

罵廂げている」と喝破しているのも，この問の事↑行を媒

的に表現しているものと思われる。

ゴ・ジン・ジェムは1954年7月パオダイ政府の首相就

任に当たり，｛l）反共主義 (2)反封述中義 (3)反枇民地主

義の旗印を掲げ，（1）についてはペトミンとの抗争を展

開，（2）については翌55年半ばまでtこ3教団の武プ）討伐Iご

成功，（3）についてはゴ政府成立の翌56年3月にフランス

派逍軍撤退に関する仏・南越問協定を成立丑・しめ， l莉民

の人気を陣した。さらに，経済政策については，アメリ

カの援助の下に殷業開発2ヵ年計画(1955,56年），経済

開発5年計画 (1957年以降）を実駈して，屈地改'(,:,股

旅物の地狙（米，・ゴム等），エ梁発屁 ('1IT)J, セメント，

蛾維，！l団料，機板等の］．J易建設）にかなりの奥紺tを収め

たのみならず，文盲ー描迎動(1954年以降），徴兵制実施

(1957年）等の諸詑策のほか， 3悪（阿片，）討樽，ぅ’¢注）

追放迎動による社会改革に見るべき成果を挙げながら，

反面， 3教団等の反乱分子の厳削，反政府系報道機OOお

ょ切ゞ団体に対する弾圧，言論統制の行きすぎ海外渡依

の制限，鞘稀に対する強恢策 (1956年蝦稔に対する11種

目の営業禁止およびペトナム出生者のペトナム国応却ilj

取得）は，必然的に政府に対する怨磋の感俯となって国

民大衆の問に底流していた。兜者が当時現地で見1!tlした

かぎりでも庶内が比校的安定していたのは，ゴ大統領就

任の翌1956年および57年())2カ年tこけであり， 58年には

いるや，国内のペトコン（当時すでに正規軍 1万2000で

村｛＆の艇阻から鉄追爆般，部市楷入の規投に移っていた）

の ii~·蹄による治安悪化とともに，政府に対する不満は表

iui化してきたのみならず，政府および外交団の一部の問

においてすらゴ政府批判のjHが囁かれていた。 llq・！たまた

まR•南ペトナム問：こ賠供交渉が進捗中であったが，サ

イゴン在留有識者の多くがこの賠iit交渉応繹の日を1tiJ

けたのは， ihに「記3手」の損者」という意味だけにJI:.出



らず， ゴ政i（れり前途に少なからざる不安を抱いていたか

らにほかならない。

nr 

クーデターを成功させた革命3Iit}i委員会は， 11月4日

グェン・ゴック・トーを首相とする '}9定政府を樹立し

た。新政府はその政叙の中で， l！Illl陣営との外交関係の

樹立，反共りり争，宗教および首論の自由を強調している

ので，アメリカその他自由語国との関係は好転し，国民

大多数の支持を受けるものと思われるが，反面，ペトコ

ン対策を大きな国内問辿としてかかえている新政権が，

どのようにして致権の一体性を確立するか，民政移行の

問題とどう取り組むかなどの炭雑な問題を考えると，前

途は必ずしも楽観を許さない。

そこで従来と同様，南ペトナムの今後の方向に頂嬰な

鍵を祝ると思われるアメリカの勅きを検討し•あわ造C

わが国と南ペトナムとの関係についても触れてみること

とする。

アメリカと1釘ペトナ／、との結びつ染ほ，町接的にはジ

ュネーウ＂休戦協定 i直後ゴ・ジン・・ジェムをパオダイ政｝（・f

の首相にかつぎ出したことから始まるが，爾来今日まで

に25億ドルにのぼる血Ji，経済援助と 1万6000の軍隊を

注ぎ：：んでゴ政権を支持したのは，ーに南ベトナムをし

て反共の「とりで」にしたいためであり， 「南ペトナム

がほ1lれれば，束南アジア語国は将棋倒Lになる」とケネ

ディ大統領をして言わしめた (9月9H戸明）アメリカ

政府の真意もうなづけるわけである。アメリカのこのよ

うな扱助にもかかわらず，ゴ大統領以下が政治を独占し，

民衆の7割を占める仏教徒を弾圧し，反政府系の教授お

よび学生を逮捕するに及んで，アメリカ政府のゴ政権に

対する圧力が加わり，その正力が南ペトナム民衆および

軍部に予想外の反応を起こし，遂にクーデターに発展す

るに至ったというのが，消息筋の一致した見解である。

そこで，つぎの 2点が問題となる。

その 1は，今次クーデク-:iiアメリカ政府の否定 (11

月1日アメリカ政府スボークスマンは， 1・アメリカは南

ペトナムのクーデターに関係していることはありえな

い」と発表）にもかかわらず，外霞の報ずるとこるによ

れば，アメリカが何らかの形で干与していたとする見方

が独く 11月3日付けアメリカ各紙（『ニューヨーク・タイ

ムス』および rヮシントン・スター』）ですら，アメリカ
がクーデクーを援助，扇勁したことは疑う余地がないと

きめつけている。ー歩を譲り，アメリカ政府がかりに直

接的な隙きを行なわなかったとしても， 1閲接的には「ク

ーデターが起こるg且囲気を熊成した」という点で，今後

に問題を残すことは否定できないし，さらには，かつて

の親米政椛が，アメリカ政府の援助目歴から逸脱したと

き； どのようなili命におかれるかは，アジア，中近東，

中南米などの低開発諸国に深刻な彩愕を与えずにはおか

ないであるう。9

その 2は，南ペトナム新政府とアメリカとの関係であ

る。なるほど新政府はその基本政葉で，自由諮国との協

濶と反共闘争を謳っ •Cいるので，対米関係を第一•義的に

考えてゆくであろうし，一方，アメリカ政府もゴ政権に

対する苦い経験から，ペトコン対策上従来以上の援助を

惜しまないであろうことは俎｛象にかたくない。しかし，

新政権側にとっては，対米（長｛係もさることながら，新政

椛に対する国民・・般の支持と対外信用を獲得することが

先決問題であり，そのためにはさしあたって，政治体阻J

の確立治安の回復，民生の安定等の諸施策を急がなけ

ればならない。かかる国家事業の逹行ないしは民族的利

益の追求が，アメリカの扱助の目がJおよび対象と必ずし

も一致するとはかぎらない（ゴ政権時代にも，援助額，

援助項目，援助金の使途等について両往lrdJにしばしば慈
見の対立が見られた）。 さらに， ゴ政権援助に対する不

手際もあり，アメリカ政府は新政府に対する援ll）]につき，
今後議会および国民一般からかなり手きびしい牽制を受

けるものと思われる。長い！ilで見た場合，ここに問題が

伏在する。

V 

ペトナム人ほインドネシア系稲族とモンゴール族の汎

血種族といわれるだけあって，その付格，容貌はH本人

に良く似ており，特に，パーマ姿の妙齢のペトナム婦人

に和服を究紐れば，日本女性とほとんど判別がつかない。

姑娘の肌にヒ°ックリのあの中庶服とは対照的tこ，ペトナ

1、)J札はヤンワリと身体を包んで，女性の俊雅さをいっそ

う引き立たせ，思わずため息が出る。日本の伝説に出て

くる羽衣の天女は，ペトナム東南海袢カムラン湾付近の

白砂千f松の地に舞いおりたという珍説が生セれるのも，

故なしとしない。力」、ラン僻註：いえば， m期訊t当l栴
バルチック娩政が[1本侵攻途中，ここに数ビ錨をおろし

-c石炭を補給した事実は．日本人の問でもあまり知られ

ていない。降っては，釘12次大戦中における n本軍に
よる仏印接収，さらには，フランス軍に追われたゴ・ジ

ン・ジェムがーロ本人にかくまわれ難をまぬがれたとい

I I l 



う逸話もあっ・c,ぺl、ナムと l:！本と())|ボもれま没くない。
こういう伐撤t,{: （こもよる d)か，ペトナム人の対 1:l 感tr'Nま•-·

漑こ良好である。

日木国1l、Jiこ大きな沿・／itを生き起こしに対ifjぺl、ナム賠

t[tt:l:, 1956年初め交渉測始以来3ヵ年1』余の政J1を経て
1959年5月1311ようやく妥結，砒ll1Jせられた。 iiffit(J）内

容：＇:t,純賠tHa9oo万ドル，借汰恥60万ドルで，いずれも
ダニム水）J発‘'［り所（サイゴン，東北250キロ）の建設が

中心となっている(,)・f・！ふ jilJ国間の沢易｝まわが国())？笞し

いl.!1超 (l郎が1改ITYiペトナム＋鉗1¥21,622百万円に対し，

＇協入 lぶ8:l百万「り）となっており，伯ilitこついては， ァ

メリカについで第 2 位．を占めている（）賠ii\••および貿易I児

係のほか， コロンポ・プラン等に払づき，わが国から各

種のJ、1i-l"I家を派述して，経済協力，技術援助を行なって

いるので，クーデター後の新政府の動l{,1については，必

然的に多大の1見l心と注1..1を払わざるをえない。

さ倅い，；Iっ力:|I1は， アメリカ， イギリス両l:litこゾ：）いで11

月8H if1ぺ Iヽ：・ 1、新政府を承認したが，承認に玲みきっ

た理由としてtt.，上記());;hl父l係の代．か，（1）クーデクーは

いわば必然(lりに起こったものだけに，祈政府がJ.も知）・文

持を得ることが確火視されたこと。 (2)新政府が反共民主

(/）線を打・ら出して， 1：Ijll陣営との協瀾をモットーとして

いること。 (3)アメリカその他の自由諮国もこれを承認す

る、意．Iijであることが)怜げられている。新政府が，期待さ

れるような方向に進めば， 11・ペ 1、-)・ム1Kl係は従来：eも

J竹し—c 緊密化·’―るも (J) と思われるが，ここで付掛したい

ことは，南ペトナムに対するわがブi0)立場は，アメリカ

のそれとはかなり札l造:l・ること既述のと：ts/)である。し

たがって，これに対ナる対漿およびもえ方も，：t；()）ずか

ら独1:1のものがあるほずもいたずらにアメリカの政策

に追通することは既明とは言えまい。

VI 

笠．者をし合ii'［噂わしめれば，南ぺ l、ナムが今後）I机

潤な発展をたどることはもらろ／塩ほしいことではある

が，ペトナムの1祠久平和とぺ：、ナム）認以't.0入蹄iii1.，‘it

極；こおいて，南北に分かれた可ペトナムが一つに統•-•さ

れることであるc ジ.:.Lネーヴ休戦協定によれば， 1956年

7 月に南北ベトナム統一•自由遥敬が史施される予定であ

ったが， ゴ・ジン・ジェム政府は当初， ジュネーヴ協定

：こ潤印していないことを理由に統一•選学を施行する義務

はないと主張していた。しかしその後，北ペトナムにお

ぃ •C l:l dl遥)'f-．が施行されうる状態になれば，これを受社'i

1 I 2 

する）1i．むがあるとまで態l足を級和してきていた。南ペト

ナム祈政府がこり）統一••1:1 ! I I逝学lhl辺についていかなる態

疫をもって臨むか，今0)ところ1咽］であるが， もしこれ

に応ずるような：’J峨態になれは少なくともジュネーヴ lt~

定（調印困はイギリス，フランス，．）ヴェト， 1|1．Jt．ラ

オス，カンポディア，北ぺ l、ナム）の梢神に合致し，ア

ジアの平和と安定tこ：舟•IJ·するところ大なるものがあろ

う。アメリカもわが困も詞協定の湖印l国ではないが，ァ

メリカはともかく，少なくともわが国としては，統一送

）作が史誨され，その結炭民主的な一つのペトナムの実視

することに反対するなんらの理Illもないはずである。こ

叫那国は1司隙的に見れば，南北l：り］詳，・東西1:イツi!il剋と

も 1艮！述はあるが，喰名の見るとこらでは，従米ペト・）• 1、

の統一を希出する）とはifi北を通じておおいがたいも(/)が

あり，客観的；こ見て， li]絆およびドイツ間］題より早い槻

会に解決・される可能性を伯ずるものである。この場合，

わが国にとって態念されるであろうことは， itiペトナム

とのIHI(/））1/{ttt協定であるが， 1954年10月わが限がペトナ

ム1El（南ペトナム）と外交関係を樹立した際，ペトナ．’ヽ

I問なもっ-c全ペトナムを代表すると(/)含みがあったか
ら，その国と締結した賠tit協定は， Iti北ペトナムの統一

後においても，統一政府に沿用されるという法祁上の解

釈をU本政府は採っているようである。したがって，こ

ヽ）．点についてはわが方にとり一応1i牒りがないはずであ

る。

（アジア桁t済0f• クici所，1．fl.ft 〗名がi{iijく）


